
伊とくらみたJリ
きょう　　ヰまがた札　黄∴、苧：、

明ク絹ノ
＼】よノ　　やまかたけL JlC　　　っく

今は山形鮎巌舶招児したク

7肇手孝煮金が両々判る朱ぺ

′

い
東
中
野′
臣
伺▲■露ヽエー

山
裾

こんにゃく据摘あんた翫叩儲嵐こ銅と′朗。鞭やじ凄　い重里こい　　ひら　　　　　　　　　七　し
さ才う　　　　　　　‾　さとい毛

ぶ
り
ク

まーや

ケん

I旦
九
泉
蹄
形
廟
山
的
淡

くだ、

、
／

れて円いクそして、
拙
確
信
縁

1
。
j

‖
リ
ノ

レた廃

紙声

寧すお頭しの寺l
二‘ニ　；、二

l
た
　
が

、

二

　

リ

ノ

抑級で守 ●

■
　
一
　
．
一称
㍑
碩
虹

が
　
■
↑
つ
日

え
よ
良
裏
ヴ

どくろ上

帝弔

一
＼

車
軟
巧
屠
再
山

lろ
ノ

■
イ
ヽ

ヤ
し
、
h
ノ

■
む

聖
廟
三
－
志

右
諸
影の
ソ

イ
ぐ

す
㍗
詔
な
摘

t
I

イ
ド

人
リ
ノ

£
て

′
′

せいでんりょク　ビんごくだし、いちい

鎗食卓ユリ

は＿・爪クネタを空孝を

鼻骨も合賭位を

長考シャ電

rラ・フランス』
ひん　　あしり


